
　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
テ

レ
ワ
ー
ク
に
シ
フ
ト
す
る
一

般
企
業
と
は
異
な
り
、
勤
務

医
は
毎
日
の
病
院
出
勤
が
当

た
り
前
で
あ
る
。
私
事
な
が

ら
、
14
年
間
在
職
し
た
慶
應

病
院
を
離
れ
、
昨
年
よ
り
埼

玉
医
科
大
学
国
際
医
療
セ
ン

タ
ー
（
日
高
市
山
根
）
に
勤

務
し
て
い
る
。
年
間
１
０
０

０
名
を
超
え
る
急
性
期
患
者

を
受
け
入
れ
て
い
る
脳
卒
中

セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
朝
の
多

職
種
カ
ン
フ
ァ
が
欠
か
せ
な

い
。
朝
８
時
開
始
の
た
め
に

は
近
く
に
転
居
す
る
と
こ
ろ

だ
が
、
ク
ル
マ
好
き
の
私
に

は
自
家
用
車
通
勤
以
外
の
選

択
は
な
か
っ
た
。

　

往
復
１
１
２
㎞
、
年
間
３

万
㎞
の
運
転
生
活
に
も
す
っ

か
り
慣
れ
た
。
関
越
道
入
り

口
ま
で
、
慢
性
渋
滞
の
“
環

八
”
も
夜
明
け
前
は
ガ
ラ
ガ

ラ
で
あ
る
。
非
常
事
態
宣
言

中
の
４
、
５
月
は
毎
日
快
適

な
ド
ラ
イ
ブ
で
あ
っ
た
が
、

９
月
か
ら
は
一
変
し
た
。
巣

ご
も
り
需
要
増
加
に
伴
う
配

送
業
者
に
加
え
、
マ
イ
カ
ー

通
勤
に
切
り
替
え
た
乗
用
車

で
あ
ろ
う
か
、
日
に
日
に
渋

滞
が
ひ
ど
く
な
っ
て
い
る
。

東
名
用
賀
か
ら
関
越
大
泉
Ｊ

Ｃ
Ｔ
ま
で
を
約
12
分
で
直
結

さ
せ
る
大
深
度
地
下
ト
ン
ネ

ル
竣
工
が
待
ち
遠
し
い
。
環

八
最
長
１
２
６
３
ｍ
の
井
荻

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
間
も

な
く
練
馬
入
り
口
で
あ
る
。

関
越
道
は
長
岡
ま
で
２
４
６

㎞
の
本
州
横
断
道
だ
が
、
利

用
す
る
の
は
鶴
ヶ
島
イ
ン
タ

ー
ま
で
の
約
30
㎞
区
間
で
あ

る
。
所
沢
、
川
越
の
灯
を
抜

け
、
入
間
川
を
渡
る
と
関
東

平
野
の
終
わ
り
を
告
げ
る
山

並
み
が
近
づ
い
て
く
る
。
そ

の“
山
根
”に
国
際
医
療
セ
ン

タ
ー
が
あ
る
。“
日
高
”
市

は
“
日
和
田（
ひ
わ
だ
）山
”

と
“
高
麗（
こ
ま
）川
”
か
ら

二
文
字
か
ら
命
名
さ
れ
た
と

聞
く
。
高
速
を
降
り
る
と
残

り
10
㎞
。古
く
か
ら
の
酒
蔵
、

醤
油
醸
造
所
を
抜
け
、
高
麗

川
を
渡
る
。
少
し
先
に
あ
る

の
が
高
麗
王
若
光
を
主
祭
神

と
し
て
祀
る
高
麗
神
社
で
あ

る
。
こ
の
辺
り
は
、
７
１
６

年
高
麗
人
を
武
蔵
国
に
移
住

さ
せ
て
建
都
し
た
高
麗
郡

（『
続
日
本
紀
』）
で
あ
っ
た
。

　

山
裾
を
上
る
と
突
然
姿
を

現
す
医
療
セ
ン
タ
ー
。
玄
関

ホ
ー
ル
に
は
白
い
グ
ラ
ン
ド

ピ
ア
ノ
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
と

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
肖
像
画

が
見
え
る
。
夜
明
け
前
の
空

に
は
オ
リ
オ
ン
座
。
右
肩
の

ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
の
光
が
再
び

弱
く
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

虫
の
音
が
増
し
て
い
く
と
脳

卒
中
の
季
節
で
あ
る
。
一
刻

も
早
い
コ
ロ
ナ
終
息
を
祈

る
。

（
埼
玉
医
科
大
学

　

国
際
医
療
セ
ン
タ
ー

�

髙
橋
愼
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回
）
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「
呼
吸
器
疾
患
最
近
の
話
題

　

：
肺
が
ん
、喘
息
そ
し
て

　
　

感
染
症
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
ま
で
」

　

慶
應
義
塾
大
学
と
理
化
学

研
究
所
は
、
信
濃
町
キ
ャ
ン

パ
ス
に
共
同
研
究
拠
点
を
設

置
し
、
共
創
の
推
進
に
向
け

た
連
携
・
協
力
に
関
す
る
覚

書
を
締
結
し
ま
し
た
。
10
月

21
日
、
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス

総
合
医
科
学
研
究
棟
ラ
ウ
ン

ジ
に
て
、
理
化
学
研
究
所

（
以
下
、
理
研
）
か
ら
は
松

本
紘
理
事
長
、
小
安
重
夫
理

事
、
小
寺
秀
俊
理
事
ら
が
、

慶
應
か
ら
は
長
谷
山
彰
塾

長
、
青
山
藤
詞
郎
常
任
理

事
、
竹
内
勤
常
任
理
事
ら
が

出
席
し
、
覚
書
締
結
に
と
も

な
う
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

慶
應
と
理
研
は
、
２
０
０

８
年
12
月
に
基
本
協
定
を
締

結
し
、
双
方
が
築
き
上
げ
て

き
た
資
産
・
能
力
・
人
材
等

を
活
用
し
合
い
、
我
が
国
の

学
術
及
び
科
学
技
術
の
振
興

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
共
同
研
究
等
の
研
究

協
力
、
人
材
交
流
・
人
材
育

成
な
ど
の
面
で
多
様
な
連
携

・
協
力
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
今
日
に
至
る
ま
で
、
７

つ
の
個
別
協
定
が
結
ば
れ
、

人
事
交
流
と
し
て
、
13
名
の

理
研
の
本
務
者
が
慶
應
を
兼

務
し
、
23
名
の
慶
應
の
本
務

者
が
理
研
を
兼
務
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
直
近
7
年
間
で

は
、
慶
應
か
ら
理
研
へ
の
研

修
生
は
１
７
３
名
お
り
、
理

研
か
ら
慶
應
に
28
名
が
、
慶

應
か
ら
理
研
に
31
名
が
転
出

入
し
て
い
ま
す
。　

　

理
研
で
は
第
４
期
中
長
期

計
画
を
推
進
中
で
あ
り
、
２

０
１
８
年
度
か
ら
７
年
間
の

本
中
期
計
画
の
中
で
「
ヒ
ト

を
理
解
す
る
医
科
学
研
究
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
病
院
機

能
を
持
た
な
い
理
研
が
医
科

学
研
究
分
野
で
ヒ
ト
に
迫
る

に
は
、
医
学
部
・
医
学
研
究

科
・
大
学
病
院
な
ど
と
の
連

携
が
不
可
欠
で
し
た
。
さ
ら

に
、
今
般
の
科
学
技
術
基
本

法
の
改
正
に
よ
り
、
自
然
科

学
と
人
文
学
・
社
会
科
学
は

真
に
連
携
す
る
こ
と
も
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
理
研
が
慶
應
義
塾
大
学

に
共
同
研
究
拠
点
を
設
置
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
は
、
が
ん
、
炎
症
、
再

生
、
代
謝
、
免
疫
難
病
、
稀

少
疾
患
な
ど
様
々
な
疾
患
に

対
し
て
最
新
の
医
療
が
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

多
様
性
の
あ
る
最
先
端
の
基

礎
研
究
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
、
自
然
科
学
に

お
け
る
世
界
的
な
総
合
研
究

所
で
あ
る
理
研
の
研
究
拠
点

が
設
置
さ
れ
、
慶
應
と
理
研

が
融
合
し
、
共
創
し
、
今
ま

で
に
な
い
新
し
い
潮
流
が
生

み
出
さ
れ
、
新
し
い
人
材
育

成
の
場
が
提
供
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
医
学
部
の
み
な
ら
ず
、

理
工
学
部
、
薬
学
部
、
そ
し

て
、
人
文
系
の
学
部
と
の
強

固
な
連
携
に
発
展
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

本
年
12
月
よ
り
総
合
医
科

理
化
学
研
究
所
、信
濃
町
研
究
拠
点
設
置
へ

天
谷 

雅
行（
64
回
）

医
学
部
長

▲理化学研究所の松本紘理事長（写真左）と長谷山彰塾長（写真右）

▼覚書締結後の記念撮影

石
井
誠
准
教
授
（
左
）
と
モ
デ
レ
ー
タ
ー
の
福
永
教
授
（
右
）

　

令
和
2
年
10
月
27
日
第
１

２
２
回
生
涯
教
育
研
修
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
台
風
そ
し
て
今
年
に

な
っ
て
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

‐
19
流
行
の
影
響
で
3
回
の

セ
ミ
ナ
ー
が
中
止
と
な
り
、

実
に
1
年
ぶ
り
の
本
会
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
今
回

は
感
染
対
策
の
た
め
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
セ
ミ
ナ
ー
形
式
と

な
り
、
主
催
者
側
も
初
め
て

の
試
み
で
あ
っ
た
た
め
準
備

段
階
か
ら
念
入
り
の
リ
ハ
ー

サ
ル
を
繰
り
返
し
、
当
日
を

迎
え
ま
し
た
。　

　

今
回
は
「
呼
吸
器
疾
患
最

近
の
話
題
：
肺
が
ん
、
喘
息

そ
し
て
感
染
症
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

‐
19
ま
で
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
3
人
の
演
者
に
講
演
を
頂

き
ま
し
た
。

　

1
演
題
目
は
本
学
臨
床
研

究
推
進
セ
ン
タ
ー
特
任
助
教

寺
井
秀
樹
先
生
（
83
回
）
か

ら
肺
癌
薬
物
治
療
の
進
歩
と

題
し
て
、
Ⅳ
期
非
小
細
胞
肺

癌
の
薬
物
治
療
を
中
心
に
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
初

に
１
９
８
０
年
代
か
ら
殺
細

胞
性
抗
癌
剤
、
２
０
０
０
年

代
に
分
子
標
的
薬
（
Ｅ
Ｇ
Ｆ

Ｒ
や
Ａ
Ｌ
Ｋ
な
ど
ド
ラ
イ
バ

ー
遺
伝
子
変
異
に
対
す
る
チ

ロ
シ
ン
キ
ナ
ー
ゼ
阻
害
剤
、

腫
瘍
血
管
に
対
す
る
血
管
新

生
阻
害
剤
）、
２
０
１
０
年

代
に
入
り
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
阻
害
剤
（
抗
Ｐ
Ｄ
１

／
Ｐ
Ｄ
‐
Ｌ
１
阻
害
剤
）
と

加
速
度
的
な
進
化
を
遂
げ
て

い
る
肺
癌
治
療
の
歴
史
に
つ

い
て
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
肺
癌
組
織
で
の
ド
ラ
イ

バ
ー
遺
伝
子
異
常
や
Ｐ
Ｄ
‐

Ｌ
１
発
現
の
解
析
結
果
を
ふ

ま
え
た
個
々
の
患
者
の
状
態

に
合
わ
せ
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
治
療
が
可
能
と
な
っ
た
こ

と
を
具
体
例
と
と
も
に
わ
か

り
や
す
く
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
薬
物
治
療
の
進
歩
に

伴
い
か
つ
て
は
積
極
的
治
療

法
が
な
か
っ
た
Ⅳ
期
肺
が
ん

も
二
次
、
三
次
治
療
ま
で
含

め
た
長
い
期
間
で
の
治
療
計

画
を
立
て
て
い
け
る
時
代
と

な
り
、
改
め
て
肺
が
ん
治
療

の
進
歩
を
感
じ
さ
せ
る
講
演

で
あ
り
ま
し
た
。

　

２
演
題
目
は
帝
京
大
学
医

学
部
内
科
学
講
座
呼
吸
器
・

ア
レ
ル
ギ
ー
学
教
授
長
瀬
洋

之
先
生
か
ら
気
管
支
喘
息
の

テ
ー
マ
で
お
話
を
頂
き
ま
し

た
。
気
管
支
喘
息
は
吸
入
ス

テ
ロ
イ
ド
（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
の
普

及
に
よ
り
喘
息
死
の
減
少
、

日
常
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
良

好
に
な
り
ま
し
た
が
、
い
ま

だ
治
療
不
応
性
の
重
症
喘
息

患
者
が
約
５
％
存
在
し
ま

す
。
一
方
で
、
こ
の
10
年
間

の
う
ち
に
４
つ
の
分
子
標
的

薬
（
抗
体
製
剤
）
が
導
入
さ

れ
、
重
症
喘
息
患
者
に
も
光

明
が
差
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
こ
れ
に
よ
り
喘
息
治
療

は
タ
イ
プ
別
に
見
た
層
別
化

医
療
に
向
け
て
進
ん
で
い
る

こ
と
を
ご
講
演
頂
き
ま
し

た
。
ま
た
最
近
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
‐
19
の
蔓
延
化
に
よ
り
多

く
の
喘
息
患
者
が
不
安
を
抱

え
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
の
臨
床
研
究

で
は
喘
息
患
者
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
‐
19
罹
患
率
は
平
均
よ
り

低
く
、
罹
患
し
て
も
重
症
化

し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
に

は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ

Ｓ
を
含
め
た
標
準
治
療
を
継

続
す
る
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
強
調
さ

れ
ま
し
た
。

　

3
演
題
目
は
、
本
学
呼
吸

器
内
科
石
井
誠
准
教
授
（
75

回
）
が
、「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐

19
共
存
時
代
の
呼
吸
器
感
染

症Up�to�Date

」
の
タ
イ
ト

ル
で
、
前
半
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

‐
19
に
関
し
て
講
演
を
行
わ

れ
ま
し
た
。
始
め
に
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
‐
19
に
つ
い
て
最
新
の

デ
ー
タ
も
踏
ま
え
な
が
ら
概

説
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
本
学

呼
吸
器
内
科
及
び
関
連
病
院

で
慶
應
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
研

究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
Ｋ
‐

Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
）
を
結
成
し
３
４

５
例
の
後
方
視
的
研
究
を
行

っ
た
結
果
、
死
亡
リ
ス
ク
と

し
て
高
齢
や
慢
性
腎
臓
病
に

加
え
て
高
尿
酸
血
症
を
報
告

し
た
こ
と
を
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
次
い
で
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐

19
の
治
療
に
も
触
れ
ら
れ
、

さ
ら
に
現
在
注
目
を
集
め
て

い
る
後
遺
症
に
関
し
て
厚
生

労
働
省
か
ら
の
依
頼
を
受

け
、
本
学
呼
吸
器
内
科
が
中

心
と
な
り
研
究
を
開
始
し
た

こ
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
後

半
は
、
近
年
日
常
臨
床
で
も

遭
遇
す
る
機
会
が
増
え
て
き

て
い
る
肺
非
結
核
性
抗
酸
菌

症
に
関
し
て
触
れ
ら
れ
、
２

０
２
０
年
に
13
年
ぶ
り
に
改

訂
さ
れ
た
国
際
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
紹
介
や
本
疾
患
の
最
近

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
関
し
て
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

呼
吸
器
内
科
学
は
今
回
の

講
演
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に

近
年
の
病
因
・
病
態
研
究
の

進
歩
に
よ
り
治
療
法
が
格
段

の
進
歩
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

し
か
し
当
然
の
こ
と
な
が
ら

未
解
明
な
こ
と
も
多
く
、
挑

戦
す
べ
き
課
題
は
山
積
み
で

す
。
本
学
呼
吸
器
内
科
も
そ

の
壁
を
乗
り
越
え
る
べ
く
、

若
い
力
と
と
も
に
今
後
も
一

丸
と
な
っ
て
精
進
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
今
回
初
め
て
の
Ｗ

Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
り
ま
し

た
が
２
０
０
名
近
く
の
方
に

参
加
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
開
催
に
あ
た
り

準
備
お
よ
び
ご
支
援
い
た
だ

き
ま
し
た
関
係
者
の
す
べ
て

の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

福
永 

興
壱（
73
回
）

内
科
学
教
室（
呼
吸
器
）

第122回生涯教育研修セミナー

　

２
０
２
０
年
度
よ
り
医
学

教
育
貢
献
賞
（Outstanding�
teacher �award

）
が
創
設
さ

れ
た
。
医
学
教
育
貢
献
賞

は
、
毎
年
、
各
学
年
の
学
生

投
票
に
よ
り
選
出
さ
れ
る

Best�Teacher�Award

の
第

1
位
を
3
回
以
上
受
賞
し
た

教
員
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、

今
年
度
は
以
下
の
7
名
が
受

賞
し
た
。

　

医
学
教
育
貢
献
賞
を
受
賞

し
た
教
員
は
、
翌
年
度
以

降
、Best�Teacher�Award

の
選
出
対
象
か
ら
は
外
れ
る

が
、
今
後
の
医
学
教
育
を
担

う
若
手
教
員
に
対
す
る
模
範

と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。
２
０
２
０
年
10

月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
医
学

部
教
授
会
に
お
い
て
、
医
学

教
育
貢
献
賞
（Outstanding�

学
研
究
棟
に
研
究
室
を
１
ユ

ニ
ッ
ト
設
置
し
て
共
同
研
究

活
動
が
開
始
さ
れ
ま
す
が
、

２
０
２
２
年
度
の
本
稼
働
を

目
指
し
て
、
様
々
な
準
備
が

進
め
ら
れ
て
行
き
ま
す
。
具

体
的
な
研
究
内
容
に
関
し
て

は
、
慶
應
と
理
研
が
共
に

W
in-W

in

と
な
る
べ
く
、
様

々
な
ご
意
見
を
幅
広
く
戴
き

な
が
ら
、
理
研
と
の
連
携
協

議
会
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
に
お
い
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
本
拠
点
に
お
い
て
、

慶
應
が
総
合
大
学
で
あ
る
強

み
を
生
か
し
、
慶
應
と
理
研

の
間
に
お
け
る
連
携
・
協
力

が
よ
り
一
層
推
進
さ
れ
、
新

し
い
科
学
が
創
出
さ
れ
、
次

世
代
を
先
導
す
る
多
く
の
人

材
が
育
成
、
輩
出
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響により家計が急激に悪化した医
学部生に対するご支援について、8月中旬に武田純三医学部三四会会長
より医学部にお申し出をいただきました。秋学期の学費納入に間に合う
よう、早急に学生を募集し、家計支持者の経済状態や新型コロナウイル
ス感染症拡大の影響をもとに審査を行いました。10月初めに23名に対し
て総額300万円の奨学金をご支給いただき、学生からも「奨学金をいた
だいたことに恥じぬよう今後とも勉学に励んでいきたい」といった喜び
の声が多く寄せられました。
　また、慶應ドンネルプロジェクトへさらなる研究の発展のために、
200万円のご寄付を頂きました。このたびは学生、並びに研究活動をご
支援いただき、誠にありがとうございました。この場を借りて厚く御礼
申し上げます。

� 医学部長　天谷雅行

三四会の皆さまへ
　　　ご寄附へのお礼

と
も
に
、
米
国
お
よ
び
国
際

社
会
が
直
面
し
て
い
る
保

健
、
医
学
、
科
学
の
分
野
に

お
け
る
様
々
な
課
題
に
関
し

て
、
卓
越
し
た
専
門
家
集
団

と
し
て
の
助
言
、
提
言
を
行

う
。
Ｎ
Ａ
Ｍ
会
員
は
、
米
国

の
医
学
、
医
療
、
公
衆
衛
生

分
野
に
お
け
る
最
高
の
栄
誉

と
い
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
者
な
ど
含
む
正

会
員
２
２
０
０
名
、
国
際
会

員
１
７
５
名
が
選
出
さ
れ
て

い
る
。
毎
年
、
正
会
員
90
名

以
下
、
国
際
会
員
10
名
以
下

が
、
候
補
者
リ
ス
ト
か
ら
会

員
投
票
で
選
出
さ
れ
る
。
こ

れ
ま
で
日
本
人
会
員
は
、
杉

村
隆
（
１
９
９
４
年
）、
黒

川
清
（
１
９
９
６
年
）、
岸

本
忠
三
（
１
９
９
７
年
）、

山
中
伸
弥
（
２
０
１
５
年
）

な
ど
11
名
（
敬
称
略
）
で
あ

り
、
才
藤
栄
一
君
が
12
番
目

で
あ
る
。
慶
應
義
塾
大
学
出

身
者
と
し
て
は
、
天
谷
雅
行

君
（
64
回
、
２
０
１
６
年
選

出
）
に
続
き
２
人
目
の
選
出

と
な
る
。

　

才
藤
栄
一
君
は
、
卒
後
す

ぐ
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

医
学
教
室
に
入
局
し
千
野
直

一
君
（
45
回
）
門
下
と
し
て

研
修
、
1
９
９
５
年
に
藤
田

医
科
大
学
（
当
時
、
保
健
衛

生
大
学
）
赴
任
。
１
９
９
８

才
藤 

栄
一
君（
59
回
）

N
ational A

cadem
y of M

edicine

の

国
際
会
員
に
選
出
さ
れ
る

　

藤
田
医
科
大
学
学
長
の
才

藤
栄
一
君
（
59
回
）
が
、
米

国National�Academy�of�
Medicine

（
Ｎ
Ａ
Ｍ
）
の
国

際
会
員
に
２
０
２
０
年
10
月

19
日
、
Ｎ
Ａ
Ｍ
総
会
に
お
い

て
選
出
さ
れ
た
。
Ｎ
Ａ
Ｍ

は
、
今
年
50
周
年
を
迎
え
る

独
立
非
営
利
の
学
術
機
関
で

あ
り
、
米
国
科
学
ア
カ
デ
ミ

ー
、
米
国
工
学
ア
カ
デ
ミ
ー

年
〜
２
０
１
９
年
秋
ま
で
21

年
間
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
医
学I

講
座
主
任
教
授
を

務
め
、
学
内
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
関
連
組
織
を
藤
田
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門

（
通
称
）
と
し
て
ま
と
め
あ

げ
た
（
２
０
１
９
年
９
月
よ

り
大
高
洋
平
（
76
回
）
が
同

講
座
主
任
教
授
を
引
き
継

ぐ
）。
２
０
１
９
年
４
月
か

ら
学
長
と
し
て
星
長
清
隆
理

事
長
（
54
回
）
と
と
も
に
大

学
を
牽
引
し
て
い
る
。

　

藤
田
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
部
門
は
、
才
藤
栄
一
君
が

赴
任
当
時
、
総
勢
約
60
名
で

あ
っ
た
が
、
慶
應
医
学
か
ら

園
田
茂
（
64
回
）、
青
柳
陽

一
郎
（
72
相
当
、
２
０
２
０

年
10
月
か
ら
日
本
医
科
大
教

授
）、
向
野
雅
彦
（
82
相

当
）、
大
高
洋
平
ら
（
敬
称

略
）
が
参
加
し
そ
の
骨
格
形

成
と
発
展
を
促
し
、
２
０
２

０
年
に
は
２
つ
の
正
規
講

座
、
２
つ
の
寄
付
講
座
、
療

法
士
養
成
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
科
な
ど
12
部
門
、

総
勢
６
７
０
名
の
日
本
最
大

級
の
大
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
医
学
組
織
と
な
っ
た
。

そ
の
間
、
才
藤
栄
一
君
は
、

日
本
、
ア
ジ
ア
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
そ
し
て
世

界
の
嚥
下
研
究
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
躍
し
、
ロ
ボ
ッ
ト

／
支
援
機
器
開
発
や
３
Ｄ-

Ｃ
Ｔ
を
応
用
し
た
嚥
下
メ
カ

ニ
ズ
ム
解
明
な
ど
、
画
期
的

な
研
究
業
績
を
発
信
し
て
き

た
。
米
国
や
欧
州
な
ど
と
の

共
同
研
究
や
相
互
交
流
を
積

極
的
に
す
す
め
、
世
界
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
の

臨
床
・
研
究
・
普
及
を
牽
引

し
て
き
た
こ
と
が
今
回
の
選

出
に
つ
な
が
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
国
際
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
会
の
最
高

栄
誉
で
あ
る�Sidney�Licht�

Lectureship�Award�

受
賞

（
２
０
１
５
年
）
な
ど
才
藤

栄
一
君
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
医
学
分
野
で
の
評
価
は

揺
る
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た

が
、
医
学
界
全
体
と
し
て
そ

の
実
績
が
認
め
ら
れ
た
こ
と

は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

医
学
の
後
進
の
一
人
と
し

て
、
尊
敬
の
念
が
尽
き
な

い
。
同
時
に
大
き
な
誇
り
で

あ
る
。
今
後
も
、
医
学
・
科

学
分
野
に
お
け
る
国
際
的
な

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
活
躍
を

祈
念
す
る
と
共
に
、
引
き
続

き
後
進
の
育
成
に
力
添
え
を

頂
き
た
い
。

（
藤
田
医
科
大
学
医
学
部

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学

Ｉ
講
座　

主
任
教
授　

�

大
高
洋
平　

76
回
）

teacher�award

）
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
、
解
剖
学
教
室
の
今
西

宣
晶
准
教
授
に
表
彰
楯
が
授

与
さ
れ
た
（
写
真
）。

（
医
学
教
育
統
轄
セ
ン
タ
ー

�

門
川
俊
明　

70
回
）

【
２
０
２
０
年
度
医
学
教
育
貢
献
賞
受
賞
者
】

　
※
（
　
）
内
は
、Best�T

eacher�A
w
ard

　
　
第
一
位
の
受
賞
回
数

Best Teacher Awardの7名が受賞

医学教育貢献賞が創設

第4学年：小児科学教室
長谷川奉延教授（13回）

第6学年：泌尿器科学教室
大家基嗣教授（５回）

第５学年：内科学（血液）教室
森　毅彦准教授（３回）

第1学年：医学部（日吉）
井上浩義教授（９回）

第2学年：解剖学教室
仲嶋一範教授（５回）

第３学年：薬理学教室
安井正人教授（4回）

第2学年：解剖学教室
今西宣晶准教授（７回）

慶應義塾大学医学部主催のビジネスコンテスト、『健康医療ベンチャ
ー大賞』の決勝大会が2020年12月20日（日）に開催されます。
第５回を迎えました今年度は過去最多の125チームの応募があり、その
中で書類選考、１次・２次審査を通過した７チームが登壇いたします。

今年はシンポジストに株式会社三菱総合研究所理事長、プラチナ構想
ネットワーク会長の小宮山 宏様、株式会社ビジョンケア代表取締役
社長の髙橋 政代様、株式会社メドレー代表取締役医師の豊田 剛一郎
様をお迎えし、お話しいただく予定です。

〈観覧応募について〉
■日時：2020年12月20日（日）13時00分～18時00分
■場所：Zoom
■応募フォーム：https://2020keio-antre.peatix.com/
　※�当日の支払いによる混雑を防止する目的で上記サイトにご登録の
上事前決済をお願いいたします（手数料等は一切かかりません）

■応募締切：2020年12月19日（土）23時59分
　※但し満員になり次第締切らせていただきます。
■参加費：学生 300円、社会人 2000円
■ホームページ：http://www.keio-antre.com/

【第5回健康医療ベンチャー大賞：決勝大会 観覧者募集開始！】


